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１．位置図１．位置図

国道20号
下諏訪・岡谷バイパス④

：再評価

①事業採択後、３年以上経過した時点で未着工
②事業採択後、５年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、３年間が経過している事業
④再評価実施後、３年間が経過している事業
⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価



２．事業の目的と計画の概要２．事業の目的と計画の概要
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現況
（国道２０号現道）

（単位：ｍ）

整備後

L=2.9km

暫定２車線供用区間

（2/4車線）

国道20号下諏訪・岡谷バイパス L=6.3km

L=1.7km
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標準横断図

平 面 図（1）目的

（2）計画の概要

区 間 ：自）長野県諏訪郡下諏訪町東町

至）長野県岡谷市今井
計画延長 ： 6.3km（再評価対象区間5.4km）
幅 員 ： 16.0～25.0ｍ
道路規格 ： 第3種第2級
設計速度 ： 50～60ｋｍ/h
車線数 ： 2～4車線
事業化 ： 平成4年度
事業費 ： 約464億円
計画交通量 ： 15,500～22,200台/日

す わ ぐんな が の けん しもすわまちひがしまち

お か や しな が の けん い ま い

・国道20号の混雑の緩和
・国道20号の交通安全の確保 L=0.8km

事業中

区間

再評価対象区間 L=5.4km

供 用 区 間
事業中区間

高 速 道 路
国 道
主要地方道
一 般 県 道
主な市町道

15,500台/日
22,200台/日

位 置 図

下諏訪・岡谷
バイパス



L=2.9km

暫定２車線供用（H16.3）
2/4車線
（Ⅱ工区）

国道20号下諏訪・岡谷バイパス
再評価対象区間 L=5.4km

L=1.7km

事業中区間
0/4車線
（Ⅰ工区）
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L=0.8km

事業中区間
0/2車線
（Ⅲ工区）

・事業の経緯
○平成２年度 ：都市計画決定［諏訪郡下諏訪町東町～岡谷市今井］
○平成４年度 ：事業化
○平成６年度 ：用地取得着手
○平成１０年度 ：工事着手
○平成１６年３月 ：暫定２車線開通［長野自動車道岡谷ＩＣ～岡谷市長地鎮：L=2.9km］
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３．事業進捗の状況３．事業進捗の状況

下諏訪・岡谷バイパスの状況

下諏訪・岡谷バイパス（既供用区間）の状況

凡 例
上段：計画交通量

下段：H17ｾﾝｻｽ交通量

至至 甲府甲府

下
諏
訪
岡
谷
バ
イ
パ
ス

下
諏
訪
岡
谷
バ
イ
パ
ス 岡谷ＩＣ岡谷ＩＣ

至至 名古屋名古屋

国道２０号
国道２０号

長野自動車道長野自動車道
至至 長野長野

22,200台/日
12,895台/日

15,500台/日
20,962台/日

供 用 区 間
事業中区間

高 速 道 路
国 道
主要地方道
一 般 県 道
主な市町道

至至 岡谷岡谷ICIC

至至 長地トンネル長地トンネル

撮影位置

空撮撮影
方向

岡
谷
市
長
地
鎮

お
か
や
し
お
さ
ち
し
ず
め

15,500台/日
－

H22.9.15撮影
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３．事業進捗の状況３．事業進捗の状況
■周辺状況

・・下諏訪・岡谷バイパス周辺は、岡谷市･下諏訪町の住宅地を山地部に沿って外周し、田畑を通過する地下諏訪・岡谷バイパス周辺は、岡谷市･下諏訪町の住宅地を山地部に沿って外周し、田畑を通過する地
域である。域である。

©日本スペースイメージング株式会社、デジタル・アース株式会社、©Google™
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（空間データ基盤）及び数値地図50ｍメッシュ（標高）を使用したものである。（承認番号 平19総使 第87号）

L=2.9km
暫定２車線供用（H16.3）

2/4車線
（Ⅱ工区）

L=2.9kmL=2.9km
暫定２車線供用（暫定２車線供用（H16.3H16.3））

2/42/4車線車線

（（ⅡⅡ工区）工区）

L=1.7km
事業中区間

0/4車線

（Ⅰ工区）

L=1.7kmL=1.7km
事業中区間事業中区間

0/40/4車線車線

（（ⅠⅠ工区）工区）

国道20号下諏訪・岡谷バイパス 再評価対象区間 L=5.4km国道国道2020号下諏訪・岡谷バイパス号下諏訪・岡谷バイパス 再評価対象区間再評価対象区間 L=5.4kmL=5.4km
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大社通り
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長
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前
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前

横
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川
橋
東
詰

20号BP入口

509.5509.5千千人時間人時間//年･年･kmkm

暫定２車線供用区間 事業中区間

損失時間：約92.1千人時間/年･km
（全国平均：約20.3千人時間/年･km）

国道20号下諏訪・岡谷バイパス 再評価対象区間 L=5.4km
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４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

・・下諏訪・岡谷下諏訪・岡谷バイパスバイパスと並行すると並行する国道国道2200号現道では、号現道では、岡谷市・下諏訪町境界（社東町）周辺岡谷市・下諏訪町境界（社東町）周辺やや大社通り大社通り交交
差点差点（国道（国道142142号と接続）号と接続）を中心に交通混雑が発生を中心に交通混雑が発生している。している。

・国道・国道2020号現道号現道の損失時間は約の損失時間は約92.192.1千千人時間人時間//年･年･kmkmであり、であり、全国全国平均平均（（20.320.3千千人時間人時間//年･年･kmkm））の約の約4.54.5倍となっ倍となっ
ている。ている。

・・下諏訪・岡谷下諏訪・岡谷バイパスの整備により、バイパスの整備により、国道国道2020号現道の号現道の渋滞緩和が見込まれる。渋滞緩和が見込まれる。

（１）国道２０号の渋滞状況

資料：H15プローブ調査結果

■渋滞発生状況

①市町界（社東町）周辺の状況

②大社通り交差点の状況

損失時間
[千人時間/年・km]

50 未満
100 未満
200 未満
200 以上

H22.9.15撮影
事業中区間

②

①

H22.9.15撮影



車両相互：追突 車両相互：出合頭 人対車両

車両相互：右折 車両相互：正面衝突 その他

大社通り
下諏訪
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４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

・国道・国道2200号現道では、号現道では、長地交番前長地交番前交差点交差点をはじめとして、をはじめとして、死傷事故が多く死傷事故が多く（（232232件件/4/4年）年）発生して発生しており、おり、死傷死傷
事故率は、事故率は、119.2119.2件件//億台・億台・kmkmとと全国平均全国平均（（102.6102.6件件//億台･億台･kmkm））をを約約1.21.2倍倍上回っている。上回っている。

・特に、長地交番前・特に、長地交番前交差点の死傷事故率は、交差点の死傷事故率は、255.0255.0件件//億台・億台・kmkmとと全国平均の約全国平均の約2.52.5倍となっている。倍となっている。

・追突事故や・追突事故や出合頭の出合頭の事故といった、渋滞や沿道利用を要因とする事故が約事故といった、渋滞や沿道利用を要因とする事故が約88割割発生している。発生している。

・・下諏訪・岡谷バイパスの整備による下諏訪・岡谷バイパスの整備による渋滞緩和によ渋滞緩和により、り、交通事故の減少が交通事故の減少が見込まれる見込まれる。。

（２）国道２０号の交通事故状況

■国道20号の事故類型（H13-H16合計）死傷事故率：約119.2件/億台･km
（全国平均：約102.6件/億台･km）

■交通事故発生状況

国道20号下諏訪・岡谷バイパス 再評価対象区間 L=5.4km

長地交番前長地交番前：交差点事故件数：交差点事故件数 99件件/4/4年年
死傷死傷事故率事故率255.0255.0件件//億台億台kmkm

（全国平均の約（全国平均の約2.52.5倍）倍） 127127件件
（（54.754.7％）％）

3399件件
（（16.816.8％）％）

2020件件
（（8.68.6％）％）

1313件件
（（5.65.6％）％）

2020件件
（（8.68.6％）％）

車両相互の追突や出合頭の事故が多く、
渋滞や沿道利用を要因とする事故が

約7割(232件中166件発生）

資料：交通事故データ（H13-H16）

③長地交番前交差点の状況 ④社東町付近の状況（歩道未整備）

H22.9.15撮影

資料：交通事故データ（H13-H16）

②出早口交差点の状況（歩道未整備）

■： 0~50
■： 50~100
■： 100~200
■： 200~
（単位：件/億台・km）

暫定２車線供用区間 事業中区間事業中区間
1313件件

（（5.65.6％）％）

①今井（塩嶺峠・大曲り）の状況

①
③

④

H22.9.15撮影H22.9.15撮影

②

H22.9.15撮影



４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
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（３）地域産業の支援（観光）

・国道・国道2200号周辺は、号周辺は、諏訪大社や諏訪湖などの観光地諏訪大社や諏訪湖などの観光地がが多く、また、全国的に有名な「御柱祭（諏訪大社下多く、また、全国的に有名な「御柱祭（諏訪大社下
社の木落しなど）」も開催され、諏訪地域は長野県内でも観光利用者数が多い地域社の木落しなど）」も開催され、諏訪地域は長野県内でも観光利用者数が多い地域。。

・・長野県長野県のの観光振興基本計画観光振興基本計画であるである『『「「観光立県長野」再興計画観光立県長野」再興計画［［20082008～～20122012］］』』において、インターチェンにおいて、インターチェン
ジから主要観光地へのアクセスを向上させる道路網の整備が推進されている。ジから主要観光地へのアクセスを向上させる道路網の整備が推進されている。

・・下諏訪・岡谷下諏訪・岡谷バイパスの整備により、バイパスの整備により、現道の交通現道の交通がが減少減少し、長野し、長野自動車道自動車道 岡谷岡谷ＩＣまでのアクセス性が向ＩＣまでのアクセス性が向
上上することですることで、、観光観光の活性化が見込まれる。の活性化が見込まれる。

資料：平成21年観光地利用者統計調査結果（長野県観光部観
光企画課、H17～H21の5年平均値）

■下諏訪・岡谷バイパス周辺の主な観光地等 ■地域別観光地延べ利用者数

14,421

5,984

14,840

4,444 4,399
3,177

9,848

7,339

16,370

8,325

0

5,000

10,000

15,000

20,000

佐久 上小 諏訪 上伊那 下伊那 木曽 松本 北安 長野 北信

（千人）

■長野県観光振興基本計画における重点プロジェクト

●重点プロジェクト
1 ｢うまいっ！信州」創造プロジェクト
2 ｢笑顔･あいさつ・おもてなし」実践プロジェクト
3 信州の美しい景観創造プロジェクト
4 自然と人にやさしい旅プロジェクト
5 歩く･いざなう･つなぐ「道」プロジェクト

(3) 主要観光地から周辺地域や、インターチェンジから観光
地などへと誘導する情報発信機能と道路網の整備による
広域観光ネットワークづくりの推進

6 外国人旅行者「倍増」プロジェクト
7 観光地再生プロジェクト
8 「エリア10」観光振興プロジェクト

資料：「観光立県長野」再興計画［2008～2012］（長野県）

諏訪大社 下社春宮

写真：下諏訪観光協会ホームページ、岡谷市ホームページ、諏訪市観光協会ホームページ

国道20号下諏訪・岡谷バイパス
再評価対象区間 L=5.4km

諏訪大社 下社秋宮

下諏訪温泉

「御柱祭」の木落し坂

御神渡り 諏訪湖祭湖上花火大会諏訪湖博物館・赤彦記念館 ハーモ美術館
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５．費用対効果（事業費変更）５．費用対効果（事業費変更）

○○掘割区間における横断掘割区間における横断BOXBOXの設置、切土区間におけるの設置、切土区間における22連連BOXBOXの追加などによる増額の追加などによる増額。。

○トンネル断面の見直しにより、掘削土量を削減し、コスト縮減を図る。○トンネル断面の見直しにより、掘削土量を削減し、コスト縮減を図る。

○主に、これらの理由により事業費が増額（約○主に、これらの理由により事業費が増額（約2424億円増）。億円増）。

【【コストコスト増減の要因増減の要因】】

＜コスト増加の理由＞
・掘割構造による地域分断の解消を考慮し、掘割区間における横
断施設を追加。

2連BOXの整備状況

バイパス（掘割区間）
地
下
道

横
断
Ｂ
Ｏ
Ｘ

市道

市道

跨
道
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Ｂ
Ｏ
Ｘ(

追
加)

横
断
Ｂ
Ｏ
Ｘ(

追
加)

２
連
Ｂ
Ｏ
Ｘ(

追
加)

変更：２連BOX １箇所、横断BOX 3箇所、横断地下道 1箇所、跨道橋 1箇所

至

岡
谷
Ｉ
Ｃ

至

下
諏
訪
町

バイパス（掘割区間）
地
下
道

横
断
Ｂ
Ｏ
Ｘ

市道

市道

バイパス
（切土区間）

当初：横断BOX 1箇所、横断地下道 1箇所、跨道橋 1箇所

至

岡
谷
Ｉ
Ｃ

至

下
諏
訪
町

跨
道
橋

横断BOXの整備状況

H22.9.15撮影H22.9.15撮影

＜コスト縮減の取り組み＞

・トンネル技術基準により、ジェット・トンネル技術基準により、ジェット
ファンを設置ファンを設置

・トンネル技術基準により、道路構・トンネル技術基準により、道路構
造令を準拠造令を準拠

・トンネル技術基準の改訂（・トンネル技術基準の改訂（H20H20））
により、トンネル内の煤煙排出により、トンネル内の煤煙排出
量が低減され、ジェットファンの量が低減され、ジェットファンの
設置が不要となり、掘削断面を設置が不要となり、掘削断面を
縮小縮小

・山岳トンネルの歩道幅員（３ｍ→・山岳トンネルの歩道幅員（３ｍ→
２ｍに変更）を見直し、掘削断面２ｍに変更）を見直し、掘削断面
を縮小を縮小

～従来の計画～

～見直し計画～



■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

５．費用対効果（計算条件）５．費用対効果（計算条件）

9

〔参考：前回評価(H18)〕

・基準年次 ：平成22年度 平成18年度

・供用開始年次 ：平成42年度 平成42年度

・分析対象期間 ：供用後50年間 供用後40年間

・基礎データ ：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ 平成11年度道路交通ｾﾝｻｽ

・交通量の推計時点 ：平成42年度 平成42年度

・計画交通量 ：15,500～22,200〔台/日〕 24,300～26,100〔台/日〕

・事業費 ：約464億円 約440億円

・費用便益比(B/C) ：1.5 2.4



注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注2）費用及び便益額は整数止めとする。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

基準年：平成22年度

便益便益((ＢＢ))

走行時間走行時間

短縮便益短縮便益

走行経費走行経費

減少便益減少便益

交通事故交通事故

減少便益減少便益
総便益総便益 費用便益比費用便益比

（Ｂ／Ｃ）（Ｂ／Ｃ）
567567億円億円 132132億円億円 3838億円億円 737737億円億円

費用費用((ＣＣ))
事業費事業費 維持管理費維持管理費 総費用総費用

１．１．５５
446666億円億円 1313億円億円 447979億円億円

便益便益((ＢＢ))

走行時間走行時間

短縮便益短縮便益

走行経費走行経費

減少便益減少便益

交通事故交通事故

減少便益減少便益
総便益総便益 費用便益比費用便益比

（Ｂ／Ｃ）（Ｂ／Ｃ）
302302億円億円 7171億円億円 2626億円億円 399399億円億円

費用費用((ＣＣ))
事業費事業費 維持管理費維持管理費 総費用総費用

２．８２．８
134134億円億円 9.29.2億円億円 143143億円億円

■■事業全体事業全体

■■残事業残事業

５．費用対効果５．費用対効果
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６．事業進捗の見込みの視点６．事業進捗の見込みの視点

■ 工程表

11

・・岡谷市長地鎮岡谷市長地鎮～～岡谷市今井（岡谷市今井（ⅡⅡ工区：工区：2.92.9kmkm））は、用地取得が完了しは、用地取得が完了しておりており、、平成平成1616年年33月に月に暫定暫定22車線車線供用供用済み済み。。

・・下諏訪町東町下諏訪町東町～～岡谷市長地鎮（岡谷市長地鎮（ⅠⅠ工区：工区：1.1.77kmkm））は、用地取得が約は、用地取得が約1919％完了。％完了。

・下諏訪・岡谷バイパスの用地取得率は、前回再評価時・下諏訪・岡谷バイパスの用地取得率は、前回再評価時6767%%（（H18H18）から）から7722%%（（H22H22）に増加。）に増加。

・今後も、・今後も、用地の取得を推進するとともに、用地の取得を推進するとともに、引き続き、引き続き、早期早期完成に向け完成に向けてて事業促進を図る。事業促進を図る。

用地
着手

H19

改良
区間
供用

工事
着手

Ⅲ工区
(0.8km)

暫定
4車線
供用

4車化
工事
着手

暫定
2車線
供用

工事
着手

Ⅱ工区
(2.9km)

Ⅰ工区
(1.7km)

100%
用地
着手Ⅲ工区

100％
(全体
67%)

用地
着手Ⅱ工区

Ⅰ工区

…H12 …H5 H14

Ⅰ工区
L=1.7
km

H17H16 H25 H36

全線
暫定
2車線
供用

H31H24

事業化

全線
4車線
供用

H41

工事
着手

100%

H27

(全体
72％)

用地交渉

H22

Ⅱ工
区

L=2.9
km

H4 …

4車化
工事
着手

H37…H32

Ⅲ工区
L=0.8
km

H23H18H15H10H6H2 H26年度

工事説明

工事

埋蔵文化財調査

設計・用地説明会

測量・調査・設計

都市計画決定

※完成年度は、費用便益比算定上設定した年次である
※平成22年9月末、用地取得率：面積ベース



・下諏訪・岡谷バイパスの用地取得率は、前回再評価時・下諏訪・岡谷バイパスの用地取得率は、前回再評価時6767%%（（H18H18）から）から7722%%（（H22H22）に増加。）に増加。

・今後、用地の取得を推進するとともに、引き続き、・今後、用地の取得を推進するとともに、引き続き、早期早期完成に向け完成に向けてて事業促進を図る。事業促進を図る。

（1）事業の必要性等に関する視点

（2）事業進捗の見込みの視点

・・暫定供用暫定供用による大型車交通量の転換により、現道の交通量が減少しておりによる大型車交通量の転換により、現道の交通量が減少しており、下諏訪・岡谷バイパスの全線整備、下諏訪・岡谷バイパスの全線整備
により、国道により、国道2020号号現道現道の渋滞緩和が見込まれる。の渋滞緩和が見込まれる。

・暫定供用区間と並行する区間では、暫定供用後に事故率が改善しており、通過交通の転換による安全性の向・暫定供用区間と並行する区間では、暫定供用後に事故率が改善しており、通過交通の転換による安全性の向
上及び渋滞緩和による交通事故の減少が上及び渋滞緩和による交通事故の減少が見込まれる見込まれる。。

・国道・国道2020号周辺には、諏訪大社をはじめとする観光施設が号周辺には、諏訪大社をはじめとする観光施設が多く多く立地しており、立地しており、当該路線の整備により当該路線の整備により、長野自動、長野自動
車道車道 岡谷ＩＣまでのアクセス性が向上し、観光の活性化が見込まれる岡谷ＩＣまでのアクセス性が向上し、観光の活性化が見込まれる。なお、。なお、長野県の観光振興基本計画であ長野県の観光振興基本計画であ
るる『『「観光立県長野」再興計画［「観光立県長野」再興計画［20082008～～20122012］］』』において、インターチェンジから主要観光地へのアクセスを向上さにおいて、インターチェンジから主要観光地へのアクセスを向上さ
せる道路網の整備が推進されている。せる道路網の整備が推進されている。

・国道・国道2020号周辺には、号周辺には、精密機械工場精密機械工場がが多く多く立地しており、立地しており、当該路線の整備により当該路線の整備により、長野自動車道、長野自動車道 岡谷ＩＣまでの岡谷ＩＣまでの
アクセス性が向上し、物流機能の強化・企業活動の活性化が見込まれるアクセス性が向上し、物流機能の強化・企業活動の活性化が見込まれる。。

・下諏訪･岡谷バイパスの全線整備により、並行する国道・下諏訪･岡谷バイパスの全線整備により、並行する国道2020号現道での環境基準の達成が見込まれる。号現道での環境基準の達成が見込まれる。

・費用対効果（・費用対効果（B/CB/C）は１）は１..55。。

７．今後の対応方針（原案）７．今後の対応方針（原案）

・・事業継続とする。事業継続とする。

・事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。・事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

（4）対応方針（原案）
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・・長野長野県知事の意見県知事の意見 ：一般国道：一般国道2020号下諏訪岡谷バイパスにつきましては、暫定供用による現道の渋滞緩和や事号下諏訪岡谷バイパスにつきましては、暫定供用による現道の渋滞緩和や事
故件数の減少に顕著な効果が見られており、バイパスの全線整備により安全性の向上や交通渋滞の解消に更故件数の減少に顕著な効果が見られており、バイパスの全線整備により安全性の向上や交通渋滞の解消に更
なる効果があるものと期待しています。事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期完成に向けた事業なる効果があるものと期待しています。事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期完成に向けた事業
の推進を強く要請します。の推進を強く要請します。

（3）都道府県・政令市からの意見


